


編
集
後
記

昭
和
六
十
一
年
か
ら
編
集
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
戸
坂
・
中

山
.
井
口
三
村
史
は
、
六
年
も
の
長
い
歳
月
を
要
し
て
ょ
う
や
く
刊

行
を
終
え
、
こ
れ
に
ょ
り
現
広
島
市
域
に
お
け
る
一
七
の
戦
後
合
併

町
村
史
の
す
べ
て
が
完
結
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
他
の
政
令
市
に
お
い

て
も
類
を
見
な
い
大
事
業
で
あ
り
、
こ
れ
も
ひ
と
え
に
二
0
年
余
り

の
長
き
に
わ
た
り
関
係
者
各
位
か
ら
い
た
だ
い
た
御
尽
力
の
賜
物
と
、

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

公
文
書
館
で
は
引
き
続
い
て
、
平
成
四
年
度
か
ら
平
成
七
年
(
一

九
九
五
の
被
爆
五
0
周
年
を
記
念
す
る
戦
後
広
島
の
通
史
の
刊
行

に
向
け
て
本
格
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
0
 
公
文
霄
館

運
営
委
員
会
の
御
指
導
も
い
た
だ
き
な
が
ら
広
範
な
市
民
に
末
永
く

読
み
継
が
れ
る
立
派
な
記
念
史
と
す
べ
く
館
員
一
同
張
り
切
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
御
協
力
、
御
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
0

さ
て
、
昭
和
六
十
一
年
六
月
の
公
文
書
公
開
制
度
の
発
足
以
来

三
期
五
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
り
、
公
文
書
公
開
審
査
会
会
長
を
お

務
め
い
た
だ
き
ま
し
た
石
外
克
喜
先
生
に
は
、
広
島
市
人
事
委
員
会

委
員
就
任
に
伴
っ
て
辞
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
0
 
先
生
に
は

広
島
市
情
報
公
開
制
度
審
識
会
会
長
と
し
て
制
度
づ
く
り
の
段
階
か

ら
貫
し
て
、
基
本
理
念
で
あ
る
開
か
れ
た
市
政
の
実
現
を
目
指
す

立
場
か
ら
制
度
の
解
釈
・
運
用
に
つ
い
て
そ
の
つ
ど
御
指
導
を
い
た

だ
く
な
ど
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
0

今
号
は
、
有
元
先
生
に
は
、
「
真
宗
門
徒
宗
教
社
会
史
序
説
L

(
『
思
想
』
一
九
九
0
年
五
月
号
)
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
安
芸
門
徒
の
信

倫
理
と
工
ー
ト
ス
に
即
し
て
、
講
・
説
教
・
間
引
き
・
養
蚕

仰
.

出
稼
ぎ
・
移
民
等
の
興
味
あ
ふ
れ
る
論
点
に
つ
い
て
展
開
し
て
い
た

だ
き
、
西
川
先
生
に
は
、
復
興
に
始
ま
り
高
度
成
長
期
を
経
て
こ
れ

か
ら
の
高
齢
社
会
で
の
住
ま
い
の
在
り
方
ま
で
も
展
望
し
た
広
島
市

に
お
け
る
戦
後
の
住
宅
の
歴
史
を
索
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

佐
藤
先
生
に
は
、
戸
坂
村
役
場
文
書
を
駆
使
し
て
、
国
が
総
力
を
あ

げ
て
取
り
組
ん
だ
第
一
回
国
勢
調
査
の
市
町
村
レ
ベ
ル
で
の
実
施
過

程
と
実
態
を
分
析
い
た
だ
き
、
小
笠
先
生
に
は
、
豊
富
な
取
材
経
験

に
基
づ
き
マ
ス
コ
ミ
人
と
し
て
の
立
場
か
ら
公
文
杏
保
存
の
意
義
と

地
域
公
文
霄
館
へ
の
期
待
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

御
執
筆
い
た
だ
き
ま
し
た
先
生
方
に
は
御
免
中
に
も
か
か
わ
ら

ず
貴
重
な
原
稿
を
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

な
お
、
千
葉
県
船
橋
市
在
住
の
小
倉
豊
文
氏
兀
広
島
大
学
文
学
部

教
授
)
か
ら
初
期
の
原
爆
記
録
と
し
て
有
名
な
御
著
作
絶
後
の
記

録
』
の
向
井
潤
吉
画
の
表
紙
原
画
や
各
国
訳
本
等
の
ご
寄
贈
を
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
口
絵
に
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
し
た
。
(
本
田
)
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資
料
番
号

二三

谷
口
盛
行
氏
鳶
資
料
目
録

資

料

名

国
勢
調
査
要
項

国
勢
調
査
員
必
携

国
勢
調
査
申
告
書

国
勢
調
査
申
告
書
(
練
習
用
)

国
勢
調
査
申
告
書
副
本

(
国
勢
調
査
)
申
告
書
記
入
例
示

(
国
勢
調
査
)
里
口
書
記
入
例
解
説

(
国
勢
調
套
照
査
表

国
勢
調
査
)
旅
行
者
の
注
意

<
国
勢
調
査
)
舩
人
ノ
烹

国
勢
調
査
)
水
面
調
査
手
続

国
勢
羽
査
趣
旨
普
及
宣
伝
票
第
一
号

(
国
勢
調
査
)
宣
伝
第
二
回

国
勢
調
査
に
就
て
心
得
べ
き
事
項

国
勢
調
査

国
勢
調
査

国
勢
調
査
(
申
告
の
方
法
に
不
審
な
き
か
?
)

国
勢
調
査
(
ア
リ
ノ
マ
マ
ヲ
申
告
ス
ル
事
)

国
勢
調
査
の
正
確
は
国
民
の
協
力
に
依
る

国
勢
調
査
(
旅
行
す
る
人
注
意
し
て
下
さ
い
)

第
一
回
国
勢
調
査
記
A
毎
莱
書

国
勢
調
査
員
(
徽
章
力
)

三
枚
二
枚

三
一
一
三
一
四
一
五
一
六
一
七
一
ノ
一
九
二
0Ξ

ニ
ニ

作
成
年

大
正
九
年

大
正
九
年

大
正
九
年

大
正
九
年

大
正
九
年

(
大
正
九
年
力
)

(
大
正
九
年
力
)

大
正
九
年

(
大
正
九
年
3

(
大
正
九
年
力
)

大
正
九
年

大
正
九
年

大
正
九
年

大
正
九
年

(
大
正
九
年
)

大
正
九
年

大
正
九
年

(
大
正
九
年
力
)

(
大
正
九
年
力
)

大
正
九
年

(
大
正
九
年
力
)

<
大
正
九
年
力
)

<
資
料
紹
介
V
 
谷
口
盛
行
氏
寄
贈
資
料
目
録

作
成
者

広
島
市

臨
時
国
勢
調
査
局

臨
時
国
勢
調
査
局

臨
時
国
勢
調
査
局

広
島
県

広
島
県

数
量
一
冊
一
冊
三
枚
三
枚
三
枚
囲
枚
一
枚

二
枚
一
枚
一
枚
二
枚
一
枚

広
島
市

広
島
市

広
島
市

広
島
県

広
島
市

広
島
県

広
島
県

広
島
県

臨
時
国
勢
調
査
局

ブ
五

0九八七六五四

四二四
枚枚枚枚枚枚枚枚


